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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月30日(2019.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信のための方法であって、
　シンボル部分における異なるシンボルで基地局(BS)の送信ビームまたは前記UEの受信ビ
ームのうちの少なくとも1つが走査されるビームシーケンスを決定するステップであって
、
　前記UEは、
　前記異なるシンボルの各シンボルにおいて、前記BSの異なる送信ビームを受信するよう
に、前記異なるシンボルにわたって同一の擬似オムニ受信ビームを使用するか、または、
　前記BSの疑似オムニ送信ビームを受信するように、前記異なるシンボルの各シンボルに
おいて、異なる受信ビームを使用する、ステップと、
　前記ビームシーケンスに基づいてビームトレーニング手順に参加するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記ビームシーケンスに関係する情報を含む前記BSからのシグナリングを受信するステ
ップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　特定の帯域幅またはサブバンドでの異なる送信受信ビームペアに対する測定に基づいて
、前記BSに報告を送るステップ
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をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告は、異なるパネルまたは偏波に基づく複数の送信および受信ビームペア候補に
わたる複素数値信号比較に基づく、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記報告は、異なるポートまたは無線周波数(RF)チェーンにわたるポストビームフォー
ミング受信信号ベクトルに基づく共分散行列の少なくとも一部分を含む、請求項3に記載
の方法。
【請求項６】
　前記ビームシーケンスは、前記UEについて確立されたビームペアリンク(BPL)において
、前記BSの既存の送信ビームを精緻化するためのP2手順のために使用される、請求項1に
記載の方法。
【請求項７】
　前記ビームシーケンスは、前記BSについて確立されたビームペアリンク(BPL)において
、前記UEの既存の受信ビームを精緻化するためのP3手順のために使用される、請求項1に
記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　シンボル部分における異なるシンボルで基地局(BS)の送信ビームまたは前記装置の受信
ビームのうちの少なくとも1つが走査されるビームシーケンスを決定するための手段であ
って、
　前記装置は、
　前記異なるシンボルの各シンボルにおいて、前記BSの異なる送信ビームを受信するよう
に、前記異なるシンボルにわたって同一の擬似オムニ受信ビームを使用するか、または、
　前記BSの疑似オムニ送信ビームを受信するように、前記異なるシンボルの各シンボルに
おいて、異なる受信ビームを使用する、手段と、
　前記ビームシーケンスに基づいてビームトレーニング手順に参加するための手段と
を含む装置。
【請求項９】
　前記ビームシーケンスに関係する情報を含む前記BSからのシグナリングを受信するため
の手段
をさらに含む、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　基地局(BS)によるワイヤレス通信のための方法であって、
　シンボル部分における異なるシンボルで前記BSの送信ビームまたはユーザ機器(UE)の受
信ビームのうちの少なくとも1つが走査されるビームシーケンスを決定するステップであ
って、
　前記BSは、
　前記異なるシンボルの各シンボルにおいて、前記UEの異なる受信ビームを受信するよう
に、前記異なるシンボルにわたって同一の擬似オムニ送信ビームを使用するか、または、
　前記UEの疑似オムニ受信ビームを受信するように、前記異なるシンボルの各シンボルに
おいて、異なる送信ビームを使用する、ステップと、
　前記ビームシーケンスに基づいてビームトレーニング手順に参加するステップと
を含む方法。
【請求項１１】
　前記ビームシーケンスに関係する情報を含む前記UEへのシグナリングを送信するステッ
プ
をさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記UEから報告を受信するステップであって、前記報告は、特定の帯域幅またはサブバ
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ンドでの異なる送信受信ビームペアに対する測定に基づく、ステップ
をさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記報告は、異なるパネルまたは偏波に基づく複数の送信および受信ビームペア候補に
わたる複素数値信号比較に基づく、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記報告は、異なるポートまたは無線周波数(RF)チェーンにわたるポストビームフォー
ミング受信信号ベクトルに基づく共分散行列の少なくとも一部分を含む、請求項12に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記ビームシーケンスは、前記UEについて確立されたビームペアリンク(BPL)において
、前記BSの既存の送信ビームを精緻化するためのP2手順のために使用される、請求項10に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記ビームシーケンスは、前記BSについて確立されたビームペアリンク(BPL)において
、前記UEの既存の受信ビームを精緻化するためのP3手順のために使用される、請求項10に
記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　シンボル部分における異なるシンボルで前記装置の送信ビームまたはユーザ機器(UE)の
受信ビームのうちの少なくとも1つが走査されるビームシーケンスを決定するための手段
であって、
　前記UEは、
　前記異なるシンボルの各シンボルにおいて、前記UEの異なる受信ビームを受信するよう
に、前記異なるシンボルにわたって同一の擬似オムニ送信ビームを使用するか、または、
　前記UEの疑似オムニ受信ビームを受信するように、前記異なるシンボルの各シンボルに
おいて、異なる送信ビームを使用する、手段と、
　前記ビームシーケンスに基づいてビームトレーニング手順に参加するための手段と
を含む装置。
【請求項１８】
　前記ビームシーケンスに関係する情報を含む前記UEへのシグナリングを送信するための
手段
をさらに含む、請求項17に記載の装置。
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